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日掛け金融による被害の実状 (1)

～ 「熊本クレジット・サラ金 ・日掛け被害をなくす会」の相談事例より～

Aさ Fィ4′ (43歳 、男: トラツク運転手)

(日掛け業者の職業指示)軽 運送業

(借入先業者名)  (借 入金額 ・万円) (保 証人数 。人)           .

上杉実業         30      3

スカイファイナンス    20      5

エースクレジット     50      4

アルアァカァ ド      41      4

メモリー       ‐  38      5     .

タイム          25      4

東急ファイナンス     15      4

タイムリー        18      4

(毎日返済額)2 610 o O円                              ‐

(借り入れの経緯と現状)

94年 頃、Aさ んはt月 額給与が手取り18万 円くらい、妻のパニ ト収入 7万 円くら

い、計25万 円の収入で家族 5名 の生活はギリギリだった。そのころ、いとこのZさ んか

ら日賦業者の 「タイム」に車に乗せていつて欲しいと頼まれ、いっしよに事務所に行つた

ところ、業者からZさ んの保証人になるようにいわれた。Zさ んからも迷惑をかけないか

らと頼まれ、日賦業者の金利等は考えず、保証人になった。額面が 10万 円なめでどうに

かなると考えた。

95年 1月になり、Aさ んのところに、屈強な男2人 がZさ んを連れてきて(高 圧的

に 「35万 円をおまえが保証人だからすぐに払え」と要求された。このとき50万 円の根

保証となっていることをはじめて知った。 35万 円全額支払わなければ 「一晩中でもここ

に待っている」、「親戚でも友人め所にでもいつしょに連れていってやるから借りてこい」

と言われt業 者の事務所に行くことになった。事務所には、4～ 5名 のャクザ風の男がい

て(35万 円の支払を要求された。一晩中監禁状態となり、一夜明けて運送会社の社長か

ら給料の前借りを頼み、業者に35万 円を支払つた。

約 2ヶ月半後、夜 8時 頃、前回の業者がZさ んを連れて自宅に来た。 28万 円をZさ

んが支払つていないから支払えと言う。Aさ んが、「前回の支払で保証人は消えているは

ず」と言うと、業者は 「保証人は消えていない。 5年 間の根保証契約が残つている」と言

う。Aさ んが、「そんなことは聞いていない」、と言えば、「そんなことは常識だ。知らな

いおまえがバカだ。バカなら俺達の言うことを聞いてちやんと払え」と、ちゃぶ台を叩く、

ドアを蹴る、大声で罵声をあげるなどをする。夜 10時 を過ぎても帰らない。「俺達は9

時までにここに来たのだから、何時まで居ても許されるのだ」と言われる。金策のため、

業者の車で、知人の家を2～ 3軒 まわるが、金は出来ず、業者の事務所でAさ んが主債務



者となって 30万 円借りた。保証人はZさ ん。次の日に、Zさ んの知人のYさ んにも保証

人になってもらう。毎日3o00円 の支払いといつても、給与所得者であるAさ んには日

銭は大変だった。           |

サラ金からの借金が急激に増え、毎日、金策のために本業の トラック運転手の仕事もな

かなか手がつかない状態となった。 97年 頃からは、生活費の支払いがまらたく出来なく

なった。そのため、熊本を出て、車のなかで野宿をしながら福岡で日雇い作業をした6 1

ヶ月後、家族の様子を見るために熊本に戻つたところ、妻が日掛け業者から脅されて保証

人となり、またAさ んの支払いのために別の日掛け業者 3軒 から約 80万 円の債務を負 う

結果になっていた。妻は、Aさ んのいないときに、日掛け業者の事務所で 30時 間位軟禁

状態となり、それ以降、生活状態がおかしくなって現在も回復していない。子ども達は怯

えて、長女と長男は登校拒否になった。                       ,

業者からは常日頃から、「弁護士に相談しても金がなければ弁護士は相手にしてくれな

い。たとえ弁護士に相談 して自己破産しても絶対に貸 した分は返 してもらうから」、「お

まえの体ぐらい、いつでも始末するななんか簡単だ」等の言葉を言われ、子どもの前で言

われると大変厳しかったc業 者の言いなりに知らない人の保証人になり、債務者の拡大生

産になっている状態だ。

Bさ F/し (50歳 、女、焼き鳥店店員)

(日掛け業者の職業指示)洋 服仕立業、食堂

(借入先業者名)  (借 入金額 ・万円) (保 証人数 。人)

東急ファイナンス     28      2

アサヒファイナンス    15      3            
‐

イジでミ              10        3

アイリス          30      2

タイムリー         26      2

■ッケイ (?)      15       2

コスモ             15       3

セントラル           10         2

(保証債務)

エビタイ、タイム、■スモ、大京、メモリー、アル ト、ナショナル、ニッケイ、

東急ファイナンス、アサヒファイナンス、イズミ、タイムリー

(借り入れの経緯と現状)

バブ/L/時代、不動産業者から起業投資を持ちかけられt夫名‐義で500万 円の借金を

して投資した。追加投資を求められ、不動産担保でi560万 円借う入れて追加投資した

が、まうたく回収できないまま、投資先が消えてしまった。夫の体調が悪くなり、銀行ヘ

借入金を返済する●めャ|、,7傘 から借金をはじめ、
99年 初めには借入金額が500万

円を超えた。

夫の体調の回復を期待しており、生活費に困っていたとき、当座を乗 り切るための借

金として、しきりに日掛け業者からダイレク トメールが来ていたので深く考えないで 「ア



イリス」からlo万 円借りることにした。そのとき、保証人を求められたが、1保証人はい

ない旨を言うと、保証人なしで 15万 円貸してくれた。

しかし、3日 ほどで、毎日1500円 づつ返済するのが大変だと思い( 15万 円を工

面して返済しに業者の事務所へいらた。業者には 「3曰 くらいで返してもららてもこちら

は困る。日賦業者だから毎日返済してもらわないと受け取ることは出来ない」と受け取り

を拒否された。 2～ 3日 後にも事務所に行ったが、強く拒否され、「何度も来るならあん

たは信用できないから保証人をつけてもらう」と言われ、車に乗せられて知人の家を訪ね

た。しかし保証人になつてくれる人はなく、夜 10時 まで帰してもらえなかった。次の日

にようやく業者から言われるままの保証人に=つ てもらった。給与が 10万 円に満たない

収入では、 1日 1500円 の返済は苦しかった。しかし保証人に申し訳ない気持ちが先行

し、日掛けの借金は3件 にまで増えた。

夫の病状は次第に悪くなり、昨年 10月 に死亡。それと同時に借金の取り立てが始ま

うた。手元に一銭も残らない状態で家を出なければならず、日掛けから借りるしかなく、

それから地獄が始まった。
‐ 私には、2人 の娘 (24歳 と22歳 )が いて、それぞれ就職はしていたが、2人 の娘

の所に電話がかかりt保 証人の要求と 「おまえが外から借りて二括して払え」という要求

があり、断るのに困つた6娘 に対しては1徹 底して肩代わりで主債務者となるように要求

された。自己破産申立後も、娘達の勤務時間帯を調べ、娘と同時にバスに乗り込み家まで

ういてくる。そして話しがあるからと寄ってくる。ついに娘はノイローゼ気味になり、 1

0日 程寝込んでしまった6.

1私は店の帰りに車に乗せられ、業者の事務所に行き、保証人の家に電話をかけさせら

れ、業者の前で 「私は絶対に保証人を裏切りません。裏切ったら自分で命を絶ちます」と

まで言わせられた。「おまえは保険に入つていないが、今から生命保険に入つていた方が

いい。死んだら保険金でこのくらいの金はすぐに払えるぞ。たいした金ではなかろう」と

言われた。

警察に事情を話してもt体 に触るわけでもないし、脅迫したわけでもないし、民事不

介入の原則で取り立てを規制するわけにはいかないと言われた。しかし、家族に対する精

神的な圧迫は暴力行為そのものである。

C)さ ,メし (28歳 、女、保母ん解雇され現在はスナック従業員) .

(日掛け業者の職業指示)化粧品販売業、下着販売業、鮮魚店 (本人の子どもの時の家業)

(借入先業者名)  (借 入金額 ・万円) (保 証人数 ・人)

コスモ          15

エビタイ         26

アサヒファイナンス    25

イズミ          15

ア‐ クヾ ン             10

フジショウ         8

佐藤商事         12

2(相 保証 。以下同じ)

3

2

3

2

2

3



(毎日の返済)15,000円

(借り入れの経緯と現状)

父親が事業に失敗して多額の借金を背負い、98年 12月 から消息不明となった。当

初Cさ んは父親の借金は関係ないと思っていた。 99年 1月、アサヒファイナンスより父

親の借金の担保だといって家財道具をすべてとられた。(※公正証書をとられていること

もないしまた裁判所の訴状もない。この業者は契約時に家財道具を担保にするという契約

書を書かせるのを常套手段にしている)

病弱の母親と=緒 に生活していたCさ んは、父親がいなくなうた時点で、サラ金業者

からの取り立ててで困りt業 者から言われるまま自分の名前でサラ金から借りて返済する

ことになつた。ジャパンという日掛け業者からはt父 親がCさ んの名前を保証人に使って

いたため家財道具をそっくり持ち出されtア サヒファイナンスとイズミファイナンス (※

同系統の業者で事務所も同じビル内に所在)の 分を返せば、家財道具は返してやると言わ

れ、頭がパニックになった。保証人の件はまつたく知らなかったので、「普通は確認の電

話がある」と言つても、業者は 「確認もしている:テ ープにもそのことは残つている」と

言うし「おまえがどんなに俺たちにウソを言つてもこっちには証拠がある。変なウソを言

うとおまえはおやじといっしょで詐欺で告訴するからそう思え。警察は俺たちの味方だ。

いつでも臭い飯ぐらい食わせてやるから」と大声で近所中に聞こえるように言われ、その

日から支払うようになった。

アサヒファイナンスに関しては、どんな古いものと言っても今まで使用していたし、

それを新しいものを買うとなるとお金もかかるし、困りはてて、相談して、自分名義で父

親の借金の額を借り換えをした。しかし、日掛けの借金は当初考えていたより大変で、毎

日の支払いはまつたく不可能だった。金づくりに振り回され、保育園も解雇されてスナッ

ク従業員となって毎日支払いを受け、それを返済に回す状態になっている。

病弱で (リュ,マ チで体が不自由)仕 事にも出られない母親が保証人となりt母 親の

名前でも2業者から借りているため、その分も支払つていかねばならない。日掛け業者は、

店の方にやうてきて、ソープランドで働くように執拗に言う。三度は車に乗せられ、体験

だと言って、ソ■プランドの店に連れ込まれたが、Cさ んが泣き出して座り込んでしまっ

たため、相手からは猛烈に怒られたがそこのときはそのまま戻らてきた。

Dマ 讐 ノし (65歳 t

(借入先業者名)

東急ファイナンス

コ ス モ

ア サ ヒ フ ァイ ナ ン ス

エ ー ス

タイヨウ

アルファ

スカイ

セイワ

女、無職 ・月3.5万 円の年金暮らし)

(借入金額 ・万円) (保 証人数 Ⅲ人)

85

10

15

18

10

8

12

68

4

3

2

3

3

3

2

4



(借り入れの経緯と現状)     .

1 昨年 1月に自己破産した。その後、日掛け業者が3人訪れた。そこで出されたのが6

年ほど前にDさ んがXさ んの保証人 (消息不明)に なったもので、東急ファイナンスで保

証金額5万 円 (根保証についてはまらたく知らなかった)、セイフで保証金額8万 円 (根

保証についてはまったく説明なく、知らなかった)に なっていて、Dさ んは破産するとき

にそれまでなんの連絡もなからたので、債務はないものとして処理をしていた。そのため、

業者から債務の弁済をいわれ書類を突きつけられた。Dさ んは、脳卒中の夫に相談も出来

ず、業者に自己破産したのだから払えない旨を言うと、「国民年金の証書を担保にしても

東払え」と言われ、年金を担保にしたが要求金額には不足し、さらに業者から夫の年金も

担保にするよう言われたがt夫 の証書が見つからず断念。そのためDさ ん名義で借入契約

書を書かされた。Dさ んが、「自己破産しているし、支払うお金はないから」と言うと、

他の業者から借りて支払うことを要求された。保証人を探すのに苦労したが、「保証人は

つけてやるから、 1人 20%づ つ実費を払え」と言う業者もあり、20万 円借りても保証

人が2人ついて12万 円しか手元に残らなかった。

1後になってt支 払いが難しくなると、取り立て人から業者の事務所に詰め込まれ、親

戚、知人の名前を徹底して間かれ、昼食もとれず、夜の7時過ぎまで事務所に監禁された。

親戚、知人の所に行って、全然関係のない0さ んの借金で多大な迷惑をかけ、その後相手

にされなくなってしまうた。自己破産した人もOKと いうダイレクトメールが入つてくる

し、それにつられて借金を重ねてしまう。まわりの人の紹介で 「熊本クレ・サラ。日掛け

被害をなくす会」に相談に来た。しかし、このときは神経衰弱気味で、「なくす会」の相

談員が、2度 目の自己破産なので裁判所は認めてくれないだろうが、弁護士に相談し、申

立を提出してみるより他ないことを伝えると、それ以後失踪してしまった。現在も行方は

わからない。親戚の話では、まらたく音信はないとのことである。

日掛業者に率を盗まれて

宇山優、御代 (仮名)39才 : 29才

私が自己職産したことの発端駐広当蒙四■肛込」ゝ らでした。

T魔すの頃、連妥整理幽聾撻虫堂重還適:ですが。それを始めた時で、
自分たち家族が食べて行ける程度でした。

自分の性格上人から頼られたら「イヤJと言えない性格で、見栄
を張って今まで来てたので、本当はお金もないのにその友達の悲痛
な顔を見て:いると、家族には申し琴ないけどJ五蟹範L旦』饉ど螢L黛
してあげました。

初めのうちはその友達も払っていたのですが、だんだん遅れたり、
自分が立て替えたりしながらやっていたのですが、ヽ平成_9_年5月に

での遅れを取り裏そラ I」と思っ

LI奏彙先、手節の麻摯の律遺症で後頭部が割れるくらいに痛く、起
‐き上がれなくなうて 3ケ 月程休みました。そ

―
の問もちろん生活費も

なく妻も2人 目を妊振中で仕事を一時休職してた時で、またサラ金



ピ
から借りて返すの繰り返しでした。それず君なり:三ニル貸して≦…■
岬             なりました。初めのうちは1
日2000円 の返済で無理なく返してたんですけどゃ、悪い事は続き
ました二去年平成10年 6月またひざの手術で入院し、妻、子供皆

次々と入退院の繰り返してした
'お
金もなかったので生命保換にも

はいっておらず、借金がかさみました。お金の事で夫婦ゲンカも絶

千ず
ヽ
.:f」霊L墨丼 子ガ

た芋リィィロ∵彗轟:塗1■L#、 原因否明の

綸轟が出で幼稚国も休みがちになりました。この頃からサラ金から

の催促の電話が頻繁にかかる様になり、・ドアのチャイム、少しの物

普にビクビクする様になりゝ耳をふさいで篤えて泣いていましたこ

、|ろ れ義塁主重昼豊』二虫螢型竪毬=騨 雲議誡奎鯉劇理堕螢盤ユエ

' 事になってました。もちろん月掛の
|‐ほうもらったので、それを合わせ二
ととんでもない金額で、長男の事も
1 心配でしたので、自己破産の事を考

|

えました.

司法書士のM先 生に相談し受けて‐

くれると言われた.のですが、日掛の

件数があまりにも多く15社 あった

ので弁驚士の先生がいいと言われ、

M先 生の紹介で、クレサラの吉田先

生の元へ行き事情を説明し、К先生

をお世話してくださいましたし

大げさな言い方かもしれませんが、先生方が神様のように思えまし

た.                        
‐

1賃 91]章 5i予 難票:こ 1:ヒ 基理[lFT言 濾》3.[:言 董

社から借り、わずか lヶ 月もたたないうちに申し立てをしたので怒

るのも無理ないと思います。

||うちだけ払ちてそれと言われ、断ぅと「詐欺罪で断えてやる」と
か 「仕事も、破産の申し立ても出来ん様にしてやる!!Jと脅されこ



む

て「自己破産を勝手にして詐欺罪で訴える」と全然蘭係のない課長t

センターマネ「 ―まで言L、_精月社長の耳にはいり、役員会饉

螢 1_l■i主 賛異三立主F自 己破産査、をH.うというような実例がな

いル、_対処に目●」_という理由で不当解雇を受けました。 ●

まだその日掛業者は、給料、家財の差し押さえの手続をしている

ようです。    |

また別の業者のT'ァ イナンスと4ク レジットという所が、僕の保

_証人をつかまえて、僕たちの行方を捜せ 1捜せないなら、すぐ金額
を払えとその日8時間ltュぷ軟禁、その次の日もつけ回されたと闘
きました.

また別の業者のTの 担保で仕喜の車が持って行かれtそ の車の持っ

電守中にきちんと性をしていたのに合かぎを作
って窃盗同然のように持つて行った事が後でわかりました。その業

者に車の事を聞くと、「名義変更もしているので自分連の物を持っ
て行つて何が悪い!!Jと言う

ので調べると名義変更をして

いなかったのです.そ の業者

から時々 「残金を払えば車を

返すJと 電話があるんですけ_

どt今 は違う仕事をしていて1

何とか生活はしていますので

必要ありません:
「どん底より下lまない。後ははい上がるだけ」 l

まさにその通りだと思います:まだまだ始まったばかりの私たちに

この様な心の内を話すきっかけを与えてくださった先生方ありがと
うございます。

。今|=:子供もノイロニゼ気蛛も″しよくなり元気になったんです
が、まだ電話のベルの音に■ビクッ"と藤ぇたりしていますが前ほ
どではありまうせん。これから家族支え含つて頑張っていきたぃと
思います.



ピ
日掛け金融による被害の実状 (2)

～宮崎県の被害事例より～

0 0氏   田理師 26餞      :     |ヽ

花屋をや■ている叔母と実兄●保証人になうていたところ、叔
母が営業不振から失路し、同じ頃実兄も行方不珊になつた事により、
ス方の債権者より構歳を受けるようになった。       '

柵
妥1:雪壼丘燃

された。
同じく大和タレジットは、エースに払つたあたからL分のた=二
にも払え埋強盤土壼盤島厳二重菫上立五土由上上壷止』

“

、日り果田り果セモ募農                      著11正警告書を出して賃金業規制法違反であるとし

0氏:ま現在破藍申立の準備中である |

O M騰  食品製造業社員 40山

目轟書誌幕二1奮層;賞1警t警議ナ島饉L金糧ぜ撃11もいわ

また、M氏が弁饉士に相議する前に

一二2■ 壇ット掟重L塾量工連れ回し
をエ

七週T冒薦顧∬野爾瓢麗歌甘嘉葛鋼耐
あ,た。日掛け業 回ヽされるので、離婚後は知人の象に
ていた。

01К氏 元古物商 70餞

叢霊[IttEI:藷:言;「言11書L雷1li:「lλll:l
K氏は破産手続準備中である       '

モ壺露]墨墨墓It農
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0 NTT=J義異長r鴨

社の社長0好意で会
をつれ避麟した。

ヽ

仰ムⅢⅢ知り

した

になると、取立人がトテ たたい

るヽよ、その

ので、

の事務所にギ更可 (rl 学ヽ

体

会
＞

子

を

ヽ
児

ヽども墜学校を休だで=

?贈苦言讐接舞ほ曇馨念墨豆治止ま警倉F膏由に拝済をし,こ


